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平
田
柿
部
会
が

３
億
円
突
破
！

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
１
月
15

日
、
斐
川
町
の
Ｊ
Ａ
島
根
厚
生
連
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
で
、
い
ず
も
Ｊ
Ａ
女
子
大
学
の

健
康
講
座
を
開
き
ま
し
た
。
女
子
大
学
生

11
人
が
参
加
。
厚
生
連
の
保
健
師
を
講
師

に
、
体
組
成
チ
ェッ
ク
と
施
設
見
学
を
し
ま

し
た
。

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
は
昨
年
３
月
に
完
成

し
た
施
設
で
、
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
、

健
康
教
室
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
施
設
見

学
で
は
施
設
内
の
機
器
や
検
診
室
、
診
察
室

を
見
学
。
体
組
成
チ
ェッ
ク
で
は
体
脂
肪
や

筋
肉
量
、
基
礎
代
謝
量
な
ど
を
測
定
し
、

検
査
結
果
を
も
と
に
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
セ
ラ
バ
ン
ド
を
使
っ
た
筋
肉
づ
く
り
の

軽
い
運
動
も
教
わ
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
女
子
大
学
生
た
ち
は
「
実
年

齢
と
体
年
齢
の
違
い
に
驚
い
た
」「
自
分
の
体

の
こ
と
が
分
か
っ
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
と
感
想

を
話
し
ま
し
た
。

　
高
松
地
区
総
代
会
は
１
月
18
日
、Ｊ
Ａ
高

松
支
店
で
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。
地
区
の

総
代
、Ｊ
Ａ
職
員
ら
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
総
代
改
選
の
年
で
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
集
ま
る

機
会
は
平
年
よ
り
少
な
い
状
況
で
す
。
情
報

発
信
の
機
会
を
設
け
よ
う
と
、
感
染
症
対

策
を
講
じ
た
上
で
総
代
ら
が
自
主
的
に
研
修

会
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
澄
田
晃
治
代
表
総
代
は

「
重
要
な
課
題
が
多
く
あ
り
、
新
総
代
に
も

理
解
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
研
修
会
は
同
Ｊ
Ａ
出
雲
地
区
本
部
の
職
員

が
講
師
を
務
め
、
総
代
の
役
割
、
財
務
諸
表

の
見
方
な
ど
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。
ま

た
、Ｊ
Ａ
の
運
営
体
制
、
施
設
整
備
な
ど
に
つ

い
て
今
後
の
方
針
も
説
明
し
、
質
疑
応
答
、

意
見
交
換
の
場
も
設
け
ま
し
た
。

　
今
後
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
他
地
区
で
も
開
催

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
集
落
営
農
組
織
連
絡

協
議
会
と
斐
川
町
集
落
営
農
組
合
連
絡
協

議
会
は
１
月
13
日
、
ラ
ピ
タ
本
店
で
合
同
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
両
地
区
合
わ
せ
て

56
の
集
落
営
農
組
織
か
ら
86
人
が
参
加
。

「
出
雲
市
の
農
業
情
勢
と
課
題
」
と
題
し
、

出
雲
市
の
藤
河
正
英
副
市
長
と
同
Ｊ
Ａ
の
石

川
薫
常
務
理
事
が
講
演
し
ま
し
た
。

　
藤
河
副
市
長
は
、
出
雲
市
の
地
域
性
、

風
土
を
踏
ま
え
た
上
で
の
農
業
の
役
割
や
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
説
明
。
石
川
常
務
は
、

米
の
需
給
調
整
の
動
向
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

　
出
雲
協
議
会
の
板
垣
房
雄
会
長
は
「
農

地
集
積
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
な
ど
、
意
見
を

ま
と
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
が

来
て
い
る
。
講
演
の
内
容
を
一つ
で
も
二
つ
で

も
参
考
に
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

い
ず
も
Ｊ
Ａ
女
子
大
学

健
康
講
座
開
催

高
松
地
区
総
代
研
修
会

情
報
発
信
の
機
会
に

出
雲
・
斐
川
集
落
営
農
代
表
ら

農
業
の
課
題
解
決
へ
研
修

施設を見学する参加者

　
１
月
29
日
に
営
農
経
済
本
店
で
開
か
れ
た
令
和
２
年
産
西
条
柿
「
こ
づ

ち
」
出
荷
反
省
会
で
、
10
月
に
行
わ
れ
た
「
こ
づ
ち
」
品
評
会
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
品
評
会
は
32
点
が
出
品
さ
れ
、
出
雲
地
区
本
部
の
清
水

渡
さ
ん
が
最
優
秀
賞
の
農
林
水
産
省
中
国
四
国
農
政
局
長
賞
に
輝
き
ま
し

た
。

　「
今
年
は
県
西
部
を
中
心
に
生
理
落
下
が
見
ら
れ
、
厳
し
い
栽
培
環
境

だ
っ
た
が
、
出
品
さ
れ
た
西
条
柿
は
形
状
、
着
色
な
ど
す
ば
ら
し
い
仕
上
が

り
で
、
糖
度
・
食
味
も
良
好
だ
っ
た
」
と
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　
他
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

▼
優
秀
賞
　
常
松
修
さ
ん
（
出
雲
）▼
優
良
賞
　
奥
秀
男
さ
ん
（
出
雲
）、
常
松

茂
さ
ん
（
出
雲
）、
錦
織
隆
さ
ん
（
出
雲
）、
水
浦
誠
司
さ
ん
（
出
雲
）▼
奨
励
賞

原
祐
治
さ
ん
（
出
雲
）、
平
木
正
美
さ
ん
（
い
わ
み
中
央
）、
恩
田
幸
一
さ
ん
（
出

雲
）、
串
崎
美
之
さ
ん
（
い
わ
み
中
央
）

　
同
部
会
の
販
売
金
額
が
１
月

末
時
点
で
３
億
円
を
突
破
（
３

億
１
６
０
０
万
円
）
し
ま
し
た
。

販
売
金
額
２
億
円
を
突
破
し
た

の
が
平
成
７
年
。
以
来
３
億
円
を

目
指
し
、
こ
の
度
念
願
の
達
成
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
特
に
き
れ
い
で
品
質
の

高
い
柿
が
出
荷
さ
れ
、
秀
品
率
が

高
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
等
級
を

集
約
し
た
こ
と
も
う
ま
く
販
売
に

結
び
付
き
ま
し
た
。
半
生
の
干
し

柿
「
あ
ん
ぽ
柿
」
も
、
過
去
最

高
と
な
る
78
万
３
０
０
０
個
を
製

造
。
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

「
こ
づ
ち
」品
評
会
表
彰
式

清
水
渡
さ
ん
が
最
優
秀
賞

営
農
相
談
員
ア
ン
ビ
シ
ョ
ン
大
会

野
中
営
農
指
導
員
が
最
優
秀
賞

表彰を受けた生産者の皆さん

　
出
雲
や
す
ら
ぎ
会
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
は
１
月

20
日
、
研
修
会
を
開
き
、「
島
根
タ
オ
ル
帽

子
の
会
」
代
表
の
下
井
直
美
さ
ん
を
講
師
に

招
い
て
手
縫
い
の
タ
オ
ル
帽
子
を
作
り
ま
し

た
。

　
昨
年
３
月
号
の
「
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
び
よ
り
」

で
、
雲
南
女
性
部
が
下
井
代
表
を
招
い
て
タ

オ
ル
帽
子
を
作
っ
た
記
事
が
載
っ
て
い
た
こ
と

な
ど
に
刺
激
を
受
け
て
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　「
島
根
タ
オ
ル
帽
子
の
会
」
は
、
抗
が
ん

剤
の
副
作
用
に
よ
る
脱
毛
で
不
安
や
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
る
が
ん
患
者
の
方
に
手
縫
い
の
帽

子
を
贈
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
当
日
、
や

す
ら
ぎ
会
員
が
制
作
し
た
帽
子
も
、
同
会

を
通
し
て
病
院
な
ど
へ
寄
付
し
ま
し
た
。

　
同
ブ
ロ
ッ
ク
の
坂
根
清
美
幹
事
長
は
「
小

さ
な
輪
か
ら
大
き
な
輪
へ
。
参
加
し
た
会
員

に
は
、
ぜ
ひ
周
り
の
方
に
も
広
め
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

や
す
ら
ぎ
会
西
部
ブ
ロ
ッ
ク

研
修
会
で
タ
オ
ル
帽
子
制
作

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
は
１
月
20
日
、
ラ
ピ
タ
で
営
農
指
導

員
ア
ン
ビ
シ
ョ
ン
大
会
を
開
き
ま
し
た
。
各
地
区
本

部
の
営
農
指
導
員
10
人
が
産
地
振
興
、
技
術
普
及

等
の
取
り
組
み
を
発
表
。「
県
内
一の
ア
ス
パ
ラ
産
地

と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
〜
販
売
高
１
億
円
を
目
指
し
て

〜
」
と
題
し
て
発
表
し
た
出
雲
地
区
本
部
の
野
中
一

敏
営
農
指
導
員
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
出
雲
地
区
本
部
管
内
の
生
産
者
は
40
人
、
栽
培

面
積
は
約
６
・８
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、面
積
、販
売
金
額
と

も
に
県
内
最
大
の
産
地
で
す
。部
会
で
は
販
売
金
額

１
億
円
を
目
標
に
掲
げ
て
お
り
、
県
、Ｊ
Ａ
の
重
点

推
進
品
目
に
も
な
っ
て
い
ま
す
が
、
近
年
伸
び
悩
み

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
野
中
営
農
指
導
員
は
、
１
億
円
達
成
に
向
け
て

部
会
、Ｊ
Ａ
、
県
、
市
が
連
携
し
て
設
立
し
た
「
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
産
地
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
報

告
。
新
規
栽
培
時
の
初
期
投
資
削
減
、
農
繁
期
の

労
働
力
確
保
な
ど
４
つ
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
生
産
量
、販
売
高
が
伸
び
悩
む
原
因
を
分
析
し
、

リ
ー
ス
事
業
の
活
用
に
よ
る
初
期
投
資
軽
減
、ヘル
パ
ー

制
度
に
よ
る
労
働

力
確
保
な
ど
、改

善
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
っ
た
こ

と
が
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　
野
中
営
農
指

導
員
は
、
８
月
に

山
口
県
で
開
く

中
国
大
会
に
出

場
す
る
予
定
で

す
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
は
１
月
25
日
、Ｊ
Ａ
出
雲
地
区
本
部
で
、

青
果
物
の
卸
売
商
社
エ
ム・ヴ
イ・エ
ム
商
事
向
け
に
栽
培

す
る
カ
ボ
チ
ャ「
ほ
め
ら
れ
か
ぼ
ち
ゃ
」の
講
習
会
を
行
い

ま
し
た
。

　
エ
ム・ヴ
イ・エ
ム
商
事
は
、全
国
各
地
の
Ｊ
Ａ
と
契
約
栽

培
を
進
め
、全
国
の
生
協
・
量
販
店
に「
ほ
め
ら
れ
か
ぼ

ち
ゃ
」の
ブ
ラ
ン
ド
で
販
売
し
て
い
ま
す
。品
種
は「
く
り

大
将
」で
、作
り
方
は
県
下
で
統
一
を
目
指
し
ま
す
。Ｊ
Ａ

し
ま
ね
で
は
平
成
31
年
度
か
ら
同
社
向
け
の
カ
ボ
チ
ャ
の

契
約
栽
培
を
開
始
。買
い
取
り
価
格
が
決
ま
っ
た
安
定

取
引
で
、農
家
の
所
得
向
上
に
つ
な
げ
る
考
え
で
す
。

　
６
月
ま
で
は
九
州
、８
月
以
降
は
北
海
道
が
出
荷
す

る
た
め
、同
Ｊ
Ａ
で
は
端
境
期
と
な
る
７
月
に
出
荷
し
ま

す
。平
成
31
年
度
は
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、令
和
２
年
度
は

約
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
栽
培
し
、最
終
的
に
は
県
内
で
20
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
通
常
は
８
月
中
旬
か
ら
が
収
穫
期
。講
習
会
で
は
、

同
社
向
け
カ
ボ
チ
ャ
の
栽
培
暦
を
配
布
し
、１
ヵ
月
早
く

出
荷
す
る
た
め
の
栽
培
方
法
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
同
Ｊ
Ａ
本

店
販
売
戦
略

室
の
永
瀬
英

昭
職
員
は「
栽

培
暦
を
遵
守

す
る
こ
と
が
一

番
。商
品
と
し

て
、手
を
か
け

て
作
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を

意
識
し
て
も

ら
い
た
い
」
と

呼
び
か
け
ま

し
た
。

「
ほ
め
ら
れ
か
ぼ
ち
ゃ
」

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
が
講
習
会
開
催

タオル帽子を作る参加者

あいさつをする板垣会長
ＪＡ職員が栽培暦について説明した

表彰状を受け取る野中営農指導員（右）

研修内容について質問を求める澄田代表総代

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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Ａ
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Ａ
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雲
地
区
本
部
の
職
員

が
講
師
を
務
め
、
総
代
の
役
割
、
財
務
諸
表

の
見
方
な
ど
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。
ま

た
、Ｊ
Ａ
の
運
営
体
制
、
施
設
整
備
な
ど
に
つ

い
て
今
後
の
方
針
も
説
明
し
、
質
疑
応
答
、

意
見
交
換
の
場
も
設
け
ま
し
た
。

　
今
後
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
他
地
区
で
も
開
催

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
集
落
営
農
組
織
連
絡

協
議
会
と
斐
川
町
集
落
営
農
組
合
連
絡
協

議
会
は
１
月
13
日
、
ラ
ピ
タ
本
店
で
合
同
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
両
地
区
合
わ
せ
て

56
の
集
落
営
農
組
織
か
ら
86
人
が
参
加
。

「
出
雲
市
の
農
業
情
勢
と
課
題
」
と
題
し
、

出
雲
市
の
藤
河
正
英
副
市
長
と
同
Ｊ
Ａ
の
石

川
薫
常
務
理
事
が
講
演
し
ま
し
た
。

　
藤
河
副
市
長
は
、
出
雲
市
の
地
域
性
、

風
土
を
踏
ま
え
た
上
で
の
農
業
の
役
割
や
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
説
明
。
石
川
常
務
は
、

米
の
需
給
調
整
の
動
向
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

　
出
雲
協
議
会
の
板
垣
房
雄
会
長
は
「
農

地
集
積
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
な
ど
、
意
見
を

ま
と
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
が

来
て
い
る
。
講
演
の
内
容
を
一つ
で
も
二
つ
で

も
参
考
に
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

い
ず
も
Ｊ
Ａ
女
子
大
学

健
康
講
座
開
催

高
松
地
区
総
代
研
修
会

情
報
発
信
の
機
会
に

出
雲
・
斐
川
集
落
営
農
代
表
ら

農
業
の
課
題
解
決
へ
研
修

施設を見学する参加者

　
１
月
29
日
に
営
農
経
済
本
店
で
開
か
れ
た
令
和
２
年
産
西
条
柿
「
こ
づ

ち
」
出
荷
反
省
会
で
、
10
月
に
行
わ
れ
た
「
こ
づ
ち
」
品
評
会
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
品
評
会
は
32
点
が
出
品
さ
れ
、
出
雲
地
区
本
部
の
清
水

渡
さ
ん
が
最
優
秀
賞
の
農
林
水
産
省
中
国
四
国
農
政
局
長
賞
に
輝
き
ま
し

た
。

　「
今
年
は
県
西
部
を
中
心
に
生
理
落
下
が
見
ら
れ
、
厳
し
い
栽
培
環
境

だ
っ
た
が
、
出
品
さ
れ
た
西
条
柿
は
形
状
、
着
色
な
ど
す
ば
ら
し
い
仕
上
が

り
で
、
糖
度
・
食
味
も
良
好
だ
っ
た
」
と
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

　
他
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

▼
優
秀
賞
　
常
松
修
さ
ん
（
出
雲
）▼
優
良
賞
　
奥
秀
男
さ
ん
（
出
雲
）、
常
松

茂
さ
ん
（
出
雲
）、
錦
織
隆
さ
ん
（
出
雲
）、
水
浦
誠
司
さ
ん
（
出
雲
）▼
奨
励
賞

原
祐
治
さ
ん
（
出
雲
）、
平
木
正
美
さ
ん
（
い
わ
み
中
央
）、
恩
田
幸
一
さ
ん
（
出

雲
）、
串
崎
美
之
さ
ん
（
い
わ
み
中
央
）

　
同
部
会
の
販
売
金
額
が
１
月

末
時
点
で
３
億
円
を
突
破
（
３

億
１
６
０
０
万
円
）
し
ま
し
た
。

販
売
金
額
２
億
円
を
突
破
し
た

の
が
平
成
７
年
。
以
来
３
億
円
を

目
指
し
、
こ
の
度
念
願
の
達
成
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
特
に
き
れ
い
で
品
質
の

高
い
柿
が
出
荷
さ
れ
、
秀
品
率
が

高
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
等
級
を

集
約
し
た
こ
と
も
う
ま
く
販
売
に

結
び
付
き
ま
し
た
。
半
生
の
干
し

柿
「
あ
ん
ぽ
柿
」
も
、
過
去
最

高
と
な
る
78
万
３
０
０
０
個
を
製

造
。
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

「
こ
づ
ち
」品
評
会
表
彰
式

清
水
渡
さ
ん
が
最
優
秀
賞

営
農
相
談
員
ア
ン
ビ
シ
ョ
ン
大
会

野
中
営
農
指
導
員
が
最
優
秀
賞

表彰を受けた生産者の皆さん

　
出
雲
や
す
ら
ぎ
会
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
は
１
月

20
日
、
研
修
会
を
開
き
、「
島
根
タ
オ
ル
帽

子
の
会
」
代
表
の
下
井
直
美
さ
ん
を
講
師
に

招
い
て
手
縫
い
の
タ
オ
ル
帽
子
を
作
り
ま
し

た
。

　
昨
年
３
月
号
の
「
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
び
よ
り
」

で
、
雲
南
女
性
部
が
下
井
代
表
を
招
い
て
タ

オ
ル
帽
子
を
作
っ
た
記
事
が
載
っ
て
い
た
こ
と

な
ど
に
刺
激
を
受
け
て
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　「
島
根
タ
オ
ル
帽
子
の
会
」
は
、
抗
が
ん

剤
の
副
作
用
に
よ
る
脱
毛
で
不
安
や
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
る
が
ん
患
者
の
方
に
手
縫
い
の
帽

子
を
贈
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
当
日
、
や

す
ら
ぎ
会
員
が
制
作
し
た
帽
子
も
、
同
会

を
通
し
て
病
院
な
ど
へ
寄
付
し
ま
し
た
。

　
同
ブ
ロ
ッ
ク
の
坂
根
清
美
幹
事
長
は
「
小

さ
な
輪
か
ら
大
き
な
輪
へ
。
参
加
し
た
会
員

に
は
、
ぜ
ひ
周
り
の
方
に
も
広
め
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

や
す
ら
ぎ
会
西
部
ブ
ロ
ッ
ク

研
修
会
で
タ
オ
ル
帽
子
制
作

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
は
１
月
20
日
、
ラ
ピ
タ
で
営
農
指
導

員
ア
ン
ビ
シ
ョ
ン
大
会
を
開
き
ま
し
た
。
各
地
区
本

部
の
営
農
指
導
員
10
人
が
産
地
振
興
、
技
術
普
及

等
の
取
り
組
み
を
発
表
。「
県
内
一の
ア
ス
パ
ラ
産
地

と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
〜
販
売
高
１
億
円
を
目
指
し
て

〜
」
と
題
し
て
発
表
し
た
出
雲
地
区
本
部
の
野
中
一

敏
営
農
指
導
員
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
出
雲
地
区
本
部
管
内
の
生
産
者
は
40
人
、
栽
培

面
積
は
約
６
・８
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、面
積
、販
売
金
額
と

も
に
県
内
最
大
の
産
地
で
す
。部
会
で
は
販
売
金
額

１
億
円
を
目
標
に
掲
げ
て
お
り
、
県
、Ｊ
Ａ
の
重
点

推
進
品
目
に
も
な
っ
て
い
ま
す
が
、
近
年
伸
び
悩
み

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
野
中
営
農
指
導
員
は
、
１
億
円
達
成
に
向
け
て

部
会
、Ｊ
Ａ
、
県
、
市
が
連
携
し
て
設
立
し
た
「
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
産
地
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
報

告
。
新
規
栽
培
時
の
初
期
投
資
削
減
、
農
繁
期
の

労
働
力
確
保
な
ど
４
つ
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
生
産
量
、販
売
高
が
伸
び
悩
む
原
因
を
分
析
し
、

リ
ー
ス
事
業
の
活
用
に
よ
る
初
期
投
資
軽
減
、ヘル
パ
ー

制
度
に
よ
る
労
働

力
確
保
な
ど
、改

善
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
っ
た
こ

と
が
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　
野
中
営
農
指

導
員
は
、
８
月
に

山
口
県
で
開
く

中
国
大
会
に
出

場
す
る
予
定
で

す
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
は
１
月
25
日
、Ｊ
Ａ
出
雲
地
区
本
部
で
、

青
果
物
の
卸
売
商
社
エ
ム・ヴ
イ・エ
ム
商
事
向
け
に
栽
培

す
る
カ
ボ
チ
ャ「
ほ
め
ら
れ
か
ぼ
ち
ゃ
」の
講
習
会
を
行
い

ま
し
た
。

　
エ
ム・ヴ
イ・エ
ム
商
事
は
、全
国
各
地
の
Ｊ
Ａ
と
契
約
栽

培
を
進
め
、全
国
の
生
協
・
量
販
店
に「
ほ
め
ら
れ
か
ぼ

ち
ゃ
」の
ブ
ラ
ン
ド
で
販
売
し
て
い
ま
す
。品
種
は「
く
り

大
将
」で
、作
り
方
は
県
下
で
統
一
を
目
指
し
ま
す
。Ｊ
Ａ

し
ま
ね
で
は
平
成
31
年
度
か
ら
同
社
向
け
の
カ
ボ
チ
ャ
の

契
約
栽
培
を
開
始
。買
い
取
り
価
格
が
決
ま
っ
た
安
定

取
引
で
、農
家
の
所
得
向
上
に
つ
な
げ
る
考
え
で
す
。

　
６
月
ま
で
は
九
州
、８
月
以
降
は
北
海
道
が
出
荷
す

る
た
め
、同
Ｊ
Ａ
で
は
端
境
期
と
な
る
７
月
に
出
荷
し
ま

す
。平
成
31
年
度
は
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、令
和
２
年
度
は

約
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
栽
培
し
、最
終
的
に
は
県
内
で
20
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
通
常
は
８
月
中
旬
か
ら
が
収
穫
期
。講
習
会
で
は
、

同
社
向
け
カ
ボ
チ
ャ
の
栽
培
暦
を
配
布
し
、１
ヵ
月
早
く

出
荷
す
る
た
め
の
栽
培
方
法
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
同
Ｊ
Ａ
本

店
販
売
戦
略

室
の
永
瀬
英

昭
職
員
は「
栽

培
暦
を
遵
守

す
る
こ
と
が
一

番
。商
品
と
し

て
、手
を
か
け

て
作
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を

意
識
し
て
も

ら
い
た
い
」
と

呼
び
か
け
ま

し
た
。

「
ほ
め
ら
れ
か
ぼ
ち
ゃ
」

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
が
講
習
会
開
催

タオル帽子を作る参加者

あいさつをする板垣会長
ＪＡ職員が栽培暦について説明した

表彰状を受け取る野中営農指導員（右）

研修内容について質問を求める澄田代表総代

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
Ｊ
Ａ
い
ず
も
大
社
店
で
、

架
空
請
求
詐
欺
を
未
然
に
防
い
だ
と
し
て
、

板
倉
啓
介
店
長
に
出
雲
警
察
署
が
感
謝
状

を
贈
り
ま
し
た
。
１
月
27
日
に
両
見
信
宏
署

長
が
同
署
で
感
謝
状
を
贈
呈
。
同
店
で
は
、

昨
夏
に
も
１
件
、
特
殊
詐
欺
被
害
を
未
然
に

防
止
し
て
い
ま
す
。

　
実
在
の
企
業
名
を
騙
っ
た
架
空
請
求
の
事

例
。
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
購
入
さ
せ
る
手

口
で
す
。

　
板
倉
店
長
は
「
社
内
で
行
っ
た
特
殊
詐
欺

の
研
修
が
役
立
っ
た
。
再
度
皆
で
情
報
を
共

有
し
、
今
後
も
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
県
内
で
は
昨
年
54
件
（
前
年
比
18
件
増
）

の
特
殊
詐
欺
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
電
子

マ
ネ
ー
型
が
う
ち
35
件
（
前
年
比
19
件
増
）

を
占
め
て
い
ま
す
。
被
害
者
の
う
ち
65
歳
以

上
の
割
合
は
31
・５
％
で
、
若
年
層
、
働
き
盛

り
の
世
代
の
被
害
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
は
２

月
１
日
、
出
雲
地
区
本
部
で
代
議
員
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。各
地
区
の
代
議

員
が
集
ま
り
、今
年
度
の
事
業
報
告
、

次
年
度
の
計
画
な
ど
４
議
案
を
承
認
し

ま
し
た
。

　
今
年
産
デ
ラ
ウ
ェア
は
、
島
根
県
で
８

８
６
ト
ン（
前
年
９
９
３
ト
ン
）、出
雲
地
区
本
部

で
７
４
１
ト
ン（
前
年
８
２
７
ト
ン
）と
な
り
、
県

下
で
２
年
連
続
１
０
０
０
ト
ン
を
下
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。一
方
、シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は

規
模
の
拡
大
、技
術
向
上
に
よ
り
、生
産
量
、

単
価
と
も
に
前
年
を
上
回
り
、
出
雲
地
区
本

部
で
過
去
最
高
と
な
る
３
億
６
０
０
０
万
円
の

販
売
金
額
と
な
り
ま
し
た
。今
年
は
県
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
新
品
種
「
神
紅
」
が
出
荷
さ
れ
た
こ
と

も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
部
会
の
吾
郷
部
会
長
は
「
コ
ロ
ナ
の
収
束

の
兆
し
は
見
え
な
い
が
、
健
康
に
留
意
し
、
生

産
量
、販
売
金
額
と
も
に
良
い
結
果
と
な
る
よ

う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

再
び
詐
欺
被
害
を
未
然
防
止
！

フ
ァ
ミ
マ
Ｊ
Ａ
い
ず
も
大
社
店

感謝状を受け取る板倉店長（左）

あいさつをする吾郷部会長

ぶ
ど
う
部
会
代
議
員
総
会
開
催

次
年
産
へ
向
け
て

　長年ご利用いただ
いておりました市場
店ＡＴＭを、下記を
もって廃止とさせて
いただきます。ご不便
をおかけいたします
が、何卒ご理解賜り
ますよう、お願い申し
上げます。

　令和２年度の冬期座談会は、
出雲市内の新型コロナウイルス
感染症拡大の状況を鑑み、やむ
なく中止と致しました。
　意見募集用紙を本誌に折込し
ておりますので、ご意見・ご質問
等をご記入の上、お手数ですが
各支店にご提出下さい。ご提出
いただいた方には粗品をプレゼ
ント致します。

令和3年3月31日（水）

皆様からの
ご意見
募集します

廃 止 日

注意事項 ●特典はお一人様 1 回とし、国内在住の個人のお客様に限ります。 ●長期不在・転居先不明でお届けできない場合は無効とさしていただきます。
●景品内容は予告なしに変更する場合がございます。 ●景品は当 JA へ届出いただいた住所にお届けいたします。
詳しくはお近くの店舗窓口までお気軽にお問い合わせください。

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースIZUMO Information
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フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
Ｊ
Ａ
い
ず
も
大
社
店
で
、

架
空
請
求
詐
欺
を
未
然
に
防
い
だ
と
し
て
、

板
倉
啓
介
店
長
に
出
雲
警
察
署
が
感
謝
状

を
贈
り
ま
し
た
。
１
月
27
日
に
両
見
信
宏
署

長
が
同
署
で
感
謝
状
を
贈
呈
。
同
店
で
は
、

昨
夏
に
も
１
件
、
特
殊
詐
欺
被
害
を
未
然
に

防
止
し
て
い
ま
す
。

　
実
在
の
企
業
名
を
騙
っ
た
架
空
請
求
の
事

例
。
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
購
入
さ
せ
る
手

口
で
す
。

　
板
倉
店
長
は
「
社
内
で
行
っ
た
特
殊
詐
欺

の
研
修
が
役
立
っ
た
。
再
度
皆
で
情
報
を
共

有
し
、
今
後
も
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
県
内
で
は
昨
年
54
件
（
前
年
比
18
件
増
）

の
特
殊
詐
欺
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
電
子

マ
ネ
ー
型
が
う
ち
35
件
（
前
年
比
19
件
増
）

を
占
め
て
い
ま
す
。
被
害
者
の
う
ち
65
歳
以

上
の
割
合
は
31
・５
％
で
、
若
年
層
、
働
き
盛

り
の
世
代
の
被
害
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会
は
２

月
１
日
、
出
雲
地
区
本
部
で
代
議
員
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。各
地
区
の
代
議

員
が
集
ま
り
、今
年
度
の
事
業
報
告
、

次
年
度
の
計
画
な
ど
４
議
案
を
承
認
し

ま
し
た
。

　
今
年
産
デ
ラ
ウ
ェア
は
、
島
根
県
で
８

８
６
ト
ン（
前
年
９
９
３
ト
ン
）、出
雲
地
区
本
部

で
７
４
１
ト
ン（
前
年
８
２
７
ト
ン
）と
な
り
、
県

下
で
２
年
連
続
１
０
０
０
ト
ン
を
下
回
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。一
方
、シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は

規
模
の
拡
大
、技
術
向
上
に
よ
り
、生
産
量
、

単
価
と
も
に
前
年
を
上
回
り
、
出
雲
地
区
本

部
で
過
去
最
高
と
な
る
３
億
６
０
０
０
万
円
の

販
売
金
額
と
な
り
ま
し
た
。今
年
は
県
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
新
品
種
「
神
紅
」
が
出
荷
さ
れ
た
こ
と

も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
部
会
の
吾
郷
部
会
長
は
「
コ
ロ
ナ
の
収
束

の
兆
し
は
見
え
な
い
が
、
健
康
に
留
意
し
、
生

産
量
、販
売
金
額
と
も
に
良
い
結
果
と
な
る
よ

う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

再
び
詐
欺
被
害
を
未
然
防
止
！

フ
ァ
ミ
マ
Ｊ
Ａ
い
ず
も
大
社
店

感謝状を受け取る板倉店長（左）

あいさつをする吾郷部会長

ぶ
ど
う
部
会
代
議
員
総
会
開
催

次
年
産
へ
向
け
て

　長年ご利用いただ
いておりました市場
店ＡＴＭを、下記を
もって廃止とさせて
いただきます。ご不便
をおかけいたします
が、何卒ご理解賜り
ますよう、お願い申し
上げます。

　令和２年度の冬期座談会は、
出雲市内の新型コロナウイルス
感染症拡大の状況を鑑み、やむ
なく中止と致しました。
　意見募集用紙を本誌に折込し
ておりますので、ご意見・ご質問
等をご記入の上、お手数ですが
各支店にご提出下さい。ご提出
いただいた方には粗品をプレゼ
ント致します。

令和3年3月31日（水）

皆様からの
ご意見
募集します

廃 止 日

注意事項 ●特典はお一人様 1 回とし、国内在住の個人のお客様に限ります。 ●長期不在・転居先不明でお届けできない場合は無効とさしていただきます。
●景品内容は予告なしに変更する場合がございます。 ●景品は当 JA へ届出いただいた住所にお届けいたします。
詳しくはお近くの店舗窓口までお気軽にお問い合わせください。

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースIZUMO Information

1213



（26）

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
し
い
た
け
部
会

―
 

出
雲
し
い
た
け ―

　
野
菜
農
家
で
働
く
か
た
わ
ら
、
東
福
町
で
菌
床
し

い
た
け
を
栽
培
す
る
常
松
拓
人
さ
ん
。Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出

雲
地
区
本
部
が
建
設
し
た
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
に
、
昨
年

３
月
に
入
植
し
ま
し
た
。
家
族
経
営
で
周
年
栽
培
に

取
り
組
み
、
年
間
を
通
し
て
菌
床
し
い
た
け
を
出
荷

し
て
い
ま
す
。

新
規
参
入
が
し
や
す
い

　「
栽
培
を
始
め
て
す
ぐ
か
ら
収
入
が
あ
る
の
が
菌

床
し
い
た
け
栽
培
の
メ
リ
ッ
ト
。新
規
参
入
が
し
や

す
か
っ
た
」
と
話
す
常
松
さ
ん
。菌
床
は
、
す
ぐ
に
し

い
た
け
が
生
え
る
状
態
ま
で
培
養
し
た
完
熟
品
を
使

用
し
て
い
ま
す
。仕
入
れ
た
菌
床
は
袋
を
切
っ
て
上

面
を
出
し
、
加
圧
散
水（
高
圧
で
水
を
か
け
る
）を
行

い
ま
す
。パ
ッ
ク
浸
水
（
裏
返
し
て
パ
ッ
ク
の
水
に
浸

す
）で
刺
激
す
る
と
、し
い
た
け
が
生
え
て
き
ま
す
。

　
し
い
た
け
栽
培
は
温
度
、
湿
度
の
管
理
が
重
要
で

す
。年
間
を
通
し
て
日
中
は
23
℃
、
夜
は
15
℃
に
保
ち

ま
す
。ハ
ウ
ス
内
の
温
度
調
整
は
、
外
気
温
の
影
響
も

受
け
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
天
候
に
左
右
さ
れ
に
く

い
作
物
で
す
。常
松
さ
ん
は
「
１
年
中
体
に
や
さ
し
い

環
境
で
作
業
で
き
る
の
も
良
い
点
で
す
」と
話
し
ま
す
。

リ
ー
ス
事
業
で
負
担
軽
減

　
菌
床
し
い
た
け
栽
培
は
初
期
投
資
が
大
き
い
の
が

課
題
で
す
が
、
負
担
を
軽
減
し
よ
う
と
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

出
雲
地
区
本
部
で
リ
ー
ス
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

昨
年
度
、空
調
、か
ん
水
設
備
が
整
っ
た
ハ
ウ
ス
11
棟

を
建
設
し
、
新
規
就
農
者
４
人
を
含
む
８
経
営
体
が

入
植
し
て
い
ま
す
。ハ
ウ
ス
１
棟
に
入
植
し
た
常
松

さ
ん
は
「
家
族
で
し
い
た
け
栽
培
を
し
よ
う
と
い
う

話
を
し
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
入

植
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。初
期
投
資
の
負
担
が

な
く
助
か
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　
栽
培
を
始
め
て
間
も
な
く
１
年
。
前
半
は
思
っ
た

以
上
に
う
ま
く
栽
培
で
き
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
菌

床
を
入
れ
替
え
た
後
、
う
ま
く
生
え
な
か
っ
た
時
期

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　「
収
穫
作
業
も
工
夫
し
な
が
ら
、
当
初
よ
り
早
く

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
こ
と
も
、
勉
強
し
て
今
後
に
生
か
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
抱
負
を
語
る
常
松
さ
ん
で
す
。

昨
年
か
ら
菌
床
し
い
た
け
を
栽
培

Ｊ
Ａ
の
リ
ー
ス
事
業
を
活
用 さん

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
し
い
た
け
部
会
で
は
、
部
会
員

65
人
が
約
52
万
菌
床
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度

は
、Ｊ
Ａ
が
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
11
棟
を
建
設
す
る
な
ど

大
幅
に
規
模
が
拡
大
し
、
今
年
は
初
の
販
売
金
額
４

億
円
突
破
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
管
内
で
は
ぶ
ど
う
に
次
ぐ
販
売
高
の
特
産
品
で
、

菌
床
製
造
培
養
施
設
、
パ
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど

設
備
も
整
っ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
に
は
販
売
高

が
初
め
て
３
億
円
を
突
破
。
平
成
27
年
３
月
に
新
名

称
「
神
々
の
国
　
出
雲
し
い
た
け
」
を
商
標
登
録
し

ま
し
た
。
平
成
30
年
に
は
、
部
会
員
全
員
で
県
版
Ｇ

Ａ
Ｐ「
美
味
し
ま
ね
認
証
」
を
取
得
。
昨
年
３
月
に
は
、

上
位
認
証
で
あ
る
「
美
味
し
ま
ね
ゴ
ー
ル
ド
」
も
取

得
し
ま
し
た
。
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
選
ん

で
い
た
だ
け
る
高
品
質
な
菌
床
し
い
た
け
を
生
産
し

て
い
ま
す
。

今
月
の
食
材
は

「
出
雲
し
い
た
け
」

旬レシピ出雲の

しいたけと鶏ひき肉の
           炊き込みご飯

①米は洗って、ザルにあげて水気を切っておく。しいたけは
薄くスライス、にんじんとしょうがは２センチの長さの細切
りにする。

②炊飯器の内釜に①、鶏ひき肉、ひじき、Aを入れ、よく混ぜ
合わせる。

③２合の目盛りまで水を加えたら、炊飯する。
④炊き上がったら全体を混ぜ、器に盛り、青ネギを散らして完成♪

しいたけの歯ごたえとしょうがの香りが良い
アクセントに！食が進む炊き込みご飯です。

※
取
り
扱
う
食
材
は
誌
面
の
都
合
で

　
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

３
月
の
食
材
は

来
月
の
い
ず
も
食
材
の
日

「
あ
す
っ
こ
」で
す
！

常
松

　拓
人

つ
ね
ま
つ

た
く
　
と

栽
培
規
模

菌
床
し
い
た
け

年
間

１
０
０
０
０
菌
床

しいたけの明太マヨチーズ焼き

①しいたけは軸を取り、軸はみじん切りにする。
②明太子は包丁で切れ目を入れ、中身をこそげ取る。
③ボウルにマヨネーズ、明太子、しいたけの軸、こしょうを入れて
混ぜ合わせる。

④しいたけのかさの内側に③をのせて、お好みでチーズをかけ、
トースターで５分程度焼く。

⑤焼きあがったら、パセリを散らして完成♪

しっかりした味付けで、ご飯のおかずにもお
つまみにもピッタリ！肉厚ジューシーな出雲
しいたけを活かせる簡単料理です。

〈作り方〉

〈作り方〉

〈材料〉［４人分］
●米・・・・・・・・・・・・・・・・
●しいたけ・・・・・・・・・・・
●鶏ひき肉・・・・・・・・
●にんじん・・・・・・・・・・
●ひじき・・・・・・・・・・・・・

２合
４個

１００ｇ
４０ｇ

３ｇ

１０ｇ程度
小さじ２

各大さじ２
適量

●しょうが・・・・・・
●顆粒だし・・・・・・・
●薄口しょうゆ、酒、みりん
    ・・・・・・・・・・・・・
●青ネギ（小口切り）・・・

〈材料〉［２人分］
少々

お好みで
適量

●こしょう・・・・・・・・・・・
●ピザ用チーズ・・・・
●パセリ・・・・・・・・・・・・・

８個
２腹

大さじ３

●しいたけ・・・・・・・・・・・
●辛子明太子・・・・・・・・・
●マヨネーズ・・・・・・

A

　

袋の上面を切った菌床を裏返して
パックの水に浸して刺激する（パック浸水）

農家にSPOTわいわいIZUMO
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
し
い
た
け
部
会

―
 

出
雲
し
い
た
け ―

　
野
菜
農
家
で
働
く
か
た
わ
ら
、
東
福
町
で
菌
床
し

い
た
け
を
栽
培
す
る
常
松
拓
人
さ
ん
。Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出

雲
地
区
本
部
が
建
設
し
た
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
に
、
昨
年

３
月
に
入
植
し
ま
し
た
。
家
族
経
営
で
周
年
栽
培
に

取
り
組
み
、
年
間
を
通
し
て
菌
床
し
い
た
け
を
出
荷

し
て
い
ま
す
。

新
規
参
入
が
し
や
す
い

　「
栽
培
を
始
め
て
す
ぐ
か
ら
収
入
が
あ
る
の
が
菌

床
し
い
た
け
栽
培
の
メ
リ
ッ
ト
。新
規
参
入
が
し
や

す
か
っ
た
」
と
話
す
常
松
さ
ん
。菌
床
は
、
す
ぐ
に
し

い
た
け
が
生
え
る
状
態
ま
で
培
養
し
た
完
熟
品
を
使

用
し
て
い
ま
す
。仕
入
れ
た
菌
床
は
袋
を
切
っ
て
上

面
を
出
し
、
加
圧
散
水（
高
圧
で
水
を
か
け
る
）を
行

い
ま
す
。パ
ッ
ク
浸
水
（
裏
返
し
て
パ
ッ
ク
の
水
に
浸

す
）で
刺
激
す
る
と
、し
い
た
け
が
生
え
て
き
ま
す
。

　
し
い
た
け
栽
培
は
温
度
、
湿
度
の
管
理
が
重
要
で

す
。年
間
を
通
し
て
日
中
は
23
℃
、
夜
は
15
℃
に
保
ち

ま
す
。ハ
ウ
ス
内
の
温
度
調
整
は
、
外
気
温
の
影
響
も

受
け
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
天
候
に
左
右
さ
れ
に
く

い
作
物
で
す
。常
松
さ
ん
は
「
１
年
中
体
に
や
さ
し
い

環
境
で
作
業
で
き
る
の
も
良
い
点
で
す
」と
話
し
ま
す
。

リ
ー
ス
事
業
で
負
担
軽
減

　
菌
床
し
い
た
け
栽
培
は
初
期
投
資
が
大
き
い
の
が

課
題
で
す
が
、
負
担
を
軽
減
し
よ
う
と
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

出
雲
地
区
本
部
で
リ
ー
ス
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

昨
年
度
、空
調
、か
ん
水
設
備
が
整
っ
た
ハ
ウ
ス
11
棟

を
建
設
し
、
新
規
就
農
者
４
人
を
含
む
８
経
営
体
が

入
植
し
て
い
ま
す
。ハ
ウ
ス
１
棟
に
入
植
し
た
常
松

さ
ん
は
「
家
族
で
し
い
た
け
栽
培
を
し
よ
う
と
い
う

話
を
し
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
入

植
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。初
期
投
資
の
負
担
が

な
く
助
か
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　
栽
培
を
始
め
て
間
も
な
く
１
年
。
前
半
は
思
っ
た

以
上
に
う
ま
く
栽
培
で
き
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
菌

床
を
入
れ
替
え
た
後
、
う
ま
く
生
え
な
か
っ
た
時
期

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　「
収
穫
作
業
も
工
夫
し
な
が
ら
、
当
初
よ
り
早
く

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
こ
と
も
、
勉
強
し
て
今
後
に
生
か
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
抱
負
を
語
る
常
松
さ
ん
で
す
。

昨
年
か
ら
菌
床
し
い
た
け
を
栽
培

Ｊ
Ａ
の
リ
ー
ス
事
業
を
活
用 さん

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
し
い
た
け
部
会
で
は
、
部
会
員

65
人
が
約
52
万
菌
床
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度

は
、Ｊ
Ａ
が
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
11
棟
を
建
設
す
る
な
ど

大
幅
に
規
模
が
拡
大
し
、
今
年
は
初
の
販
売
金
額
４

億
円
突
破
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
管
内
で
は
ぶ
ど
う
に
次
ぐ
販
売
高
の
特
産
品
で
、

菌
床
製
造
培
養
施
設
、
パ
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど

設
備
も
整
っ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
に
は
販
売
高

が
初
め
て
３
億
円
を
突
破
。
平
成
27
年
３
月
に
新
名

称
「
神
々
の
国
　
出
雲
し
い
た
け
」
を
商
標
登
録
し

ま
し
た
。
平
成
30
年
に
は
、
部
会
員
全
員
で
県
版
Ｇ

Ａ
Ｐ「
美
味
し
ま
ね
認
証
」
を
取
得
。
昨
年
３
月
に
は
、

上
位
認
証
で
あ
る
「
美
味
し
ま
ね
ゴ
ー
ル
ド
」
も
取

得
し
ま
し
た
。
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
選
ん

で
い
た
だ
け
る
高
品
質
な
菌
床
し
い
た
け
を
生
産
し

て
い
ま
す
。

今
月
の
食
材
は

「
出
雲
し
い
た
け
」

旬レシピ出雲の

しいたけと鶏ひき肉の
           炊き込みご飯

①米は洗って、ザルにあげて水気を切っておく。しいたけは
薄くスライス、にんじんとしょうがは２センチの長さの細切
りにする。

②炊飯器の内釜に①、鶏ひき肉、ひじき、Aを入れ、よく混ぜ
合わせる。

③２合の目盛りまで水を加えたら、炊飯する。
④炊き上がったら全体を混ぜ、器に盛り、青ネギを散らして完成♪

しいたけの歯ごたえとしょうがの香りが良い
アクセントに！食が進む炊き込みご飯です。

※
取
り
扱
う
食
材
は
誌
面
の
都
合
で

　
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

３
月
の
食
材
は

来
月
の
い
ず
も
食
材
の
日

「
あ
す
っ
こ
」で
す
！

常
松

　拓
人

つ
ね
ま
つ

た
く
　
と

栽
培
規
模

菌
床
し
い
た
け

年
間

１
０
０
０
０
菌
床

しいたけの明太マヨチーズ焼き

①しいたけは軸を取り、軸はみじん切りにする。
②明太子は包丁で切れ目を入れ、中身をこそげ取る。
③ボウルにマヨネーズ、明太子、しいたけの軸、こしょうを入れて
混ぜ合わせる。

④しいたけのかさの内側に③をのせて、お好みでチーズをかけ、
トースターで５分程度焼く。

⑤焼きあがったら、パセリを散らして完成♪

しっかりした味付けで、ご飯のおかずにもお
つまみにもピッタリ！肉厚ジューシーな出雲
しいたけを活かせる簡単料理です。

〈作り方〉

〈作り方〉

〈材料〉［４人分］
●米・・・・・・・・・・・・・・・・
●しいたけ・・・・・・・・・・・
●鶏ひき肉・・・・・・・・
●にんじん・・・・・・・・・・
●ひじき・・・・・・・・・・・・・

２合
４個

１００ｇ
４０ｇ

３ｇ

１０ｇ程度
小さじ２

各大さじ２
適量

●しょうが・・・・・・
●顆粒だし・・・・・・・
●薄口しょうゆ、酒、みりん
    ・・・・・・・・・・・・・
●青ネギ（小口切り）・・・

〈材料〉［２人分］
少々

お好みで
適量

●こしょう・・・・・・・・・・・
●ピザ用チーズ・・・・
●パセリ・・・・・・・・・・・・・

８個
２腹

大さじ３

●しいたけ・・・・・・・・・・・
●辛子明太子・・・・・・・・・
●マヨネーズ・・・・・・

A

　

袋の上面を切った菌床を裏返して
パックの水に浸して刺激する（パック浸水）

農家にSPOTわいわいIZUMO
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JAしまね出雲地区本部 各支店へ

メモリア
「メモリアの会」会員募集中

この定期積金契約をされますと「メモリアの会」会員となります
※但し、１会員１契約とさせていただきます

●払込方法・・・貯金口座から自動振替させていただきます。
●満 期 日・・・満期受け取り金は、葬祭会員専用定期貯金（1年ものスーパー定期）へ
　　　　　　自動振替させていただきます。

退会

メモリアの会会員さまの
同居ご家族も特典をご利用いただけます

葬 祭 定 期 積 金

●掛　　金・・・毎月3,000円以上1円単位
●積立期間・・・5年

メ モ リ ア の 会 会 員 特 典

お申し込み・お問い合わせは掛金の遅延による停止、または中途解約と同時
に会員退会となり、会員特典は受けられません。
※改めて定期積金契約と入会申込書を記入の上、
入会とします。

組合員の皆様へ

JAしまね 出雲葬祭センター　葬祭定期積金会員

1 10％割引いたします

継続（永久）会員になります

10,000円値引いたします

特典

2特典

3特典

4特典

葬儀料金のうち、祭壇料（利用料）を
組合員価格からさらに

すべての葬儀において、マイクロバス又は
ジャンボタクシーを利用されると料金から

定期積金の満期（5 年）が
到来した方は

本定期積金は葬祭費用に充てることができます

ラピタウェディングパレス

〒６９３－８５８７ 出雲市今市町８７番地　TEL０８５３（２１）６０６３
〈ご利用者様へのお願い〉

感染拡大防止対策については万全を期して
おりますが、ご利用者の皆様にもご協力をい
ただき、安全・安心の運営をしてまいります。

ご利用の際はマスクの着用をお願いします。

間隔をあける 消毒液の設置

マスクの着用 室内の換気

7,000円（税別）

5,000円（税別）

（税別）6,000円

ラピタ御法要会席
ラピタでは、季節の味覚を盛り込んだお料理で、
故人の在りし日をお偲びいただけるよう、各種おもてなしのご用意を
させていただいております。

桔梗
ききょう

椿
つばき

白百合
しらゆり

（税別）4，500円法要仕出し弁当

仕出し弁当
宅配承ります。

ご自宅法要

ラピタ全店でご利用いただけます
※詳しくは係員におたずねください

使えます!!

QRコード
決済

ご利用できるキャッシュレス決済

お支払いはキャッシュレスが便利で安心！

2223



JAしまね出雲地区本部 各支店へ

メモリア
「メモリアの会」会員募集中
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●満 期 日・・・満期受け取り金は、葬祭会員専用定期貯金（1年ものスーパー定期）へ
　　　　　　自動振替させていただきます。

退会

メモリアの会会員さまの
同居ご家族も特典をご利用いただけます

葬 祭 定 期 積 金

●掛　　金・・・毎月3,000円以上1円単位
●積立期間・・・5年

メ モ リ ア の 会 会 員 特 典

お申し込み・お問い合わせは掛金の遅延による停止、または中途解約と同時
に会員退会となり、会員特典は受けられません。
※改めて定期積金契約と入会申込書を記入の上、
入会とします。

組合員の皆様へ

JAしまね 出雲葬祭センター　葬祭定期積金会員
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継続（永久）会員になります

10,000円値引いたします

特典

2特典

3特典

4特典

葬儀料金のうち、祭壇料（利用料）を
組合員価格からさらに

すべての葬儀において、マイクロバス又は
ジャンボタクシーを利用されると料金から

定期積金の満期（5 年）が
到来した方は

本定期積金は葬祭費用に充てることができます

ラピタウェディングパレス

〒６９３－８５８７ 出雲市今市町８７番地　TEL０８５３（２１）６０６３
〈ご利用者様へのお願い〉

感染拡大防止対策については万全を期して
おりますが、ご利用者の皆様にもご協力をい
ただき、安全・安心の運営をしてまいります。

ご利用の際はマスクの着用をお願いします。

間隔をあける 消毒液の設置

マスクの着用 室内の換気

7,000円（税別）

5,000円（税別）

（税別）6,000円

ラピタ御法要会席
ラピタでは、季節の味覚を盛り込んだお料理で、
故人の在りし日をお偲びいただけるよう、各種おもてなしのご用意を
させていただいております。

桔梗
ききょう

椿
つばき

白百合
しらゆり

（税別）4，500円法要仕出し弁当

仕出し弁当
宅配承ります。

ご自宅法要

ラピタ全店でご利用いただけます
※詳しくは係員におたずねください

使えます!!

QRコード
決済

ご利用できるキャッシュレス決済

お支払いはキャッシュレスが便利で安心！
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